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資料１：平成 29 年度に新設したアーカイブズ所蔵機関を対象とした調査 

 

１ 独立行政法人国立美術館国立映画アーカイブ 

（１）機関に関する情報 

名称の典拠形 

（ISDIAH 5.1.2） 

独立行政法人国立美術館国立映画アーカイブ 

名称の平行形式 

（ISDIAH 5.1.3） 

National Film Archive of Japan 

（参照：http://www.nfaj.go.jp/english/） 

アーカイブズ機関の種類 

（ISDIAH 5.1.5） 

歴史資料等保有施設として政令で定める施設 

 

所在地及び住所 

（ISDIAH 5.2.1） 

〒104-0031 東京都中央区京橋３丁目７−６ 

URL：http://www.nfaj.go.jp/ 

アーカイブズ所蔵機関の

歴史 

（ISDIAH 5.3.1） 

1952 年６月６日：文部省設置法（昭和 27 年６月６日法律第

168 号）により国立近代美術館（昭和 42 年以降は東京国

立近代美術館）が設置され、事業課普及広報係の事業の一

つとして、国立機関としては初めて映画事業（フィルム・

ライブラリー）が開始される。 

1967 年 11 月８日：終戦後 GHQ に接収され、アメリカ合衆国

議会図書館に保管されていた日本映画フィルム約 1,300

本の返還協定が締結される。 

1995 年５月 12 日：フィルムセンターを新たに開館（現 国

立映画アーカイブ本館） 

2001 年４月１日：東京国立近代美術館が独立行政法人国立

美術館の一機関となり、フィルムセンターもその一組織と

なる。 

2018 年４月１日：独立行政法人国立美術館の６番目の館「国

立映画アーカイブ」として設立。 

（参照：http://www.nfaj.go.jp/aboutnfaj/history/） 

指令／権限の根拠 


（ISDIAH 5.3.3） 

独立行政法人国立美術館法（平成 11 年法律第 177 号） 

記録管理及び収集方針 

（ISDIAH 5.3.5） 

国立映画アーカイブでは、日本映画、外国映画を問わず、残

存フィルムを可能な限り収集することを原則に、劣化の進行

や廃棄・散逸の危険があるフィルム、希少性の高いフィルム、

上映や国際交流事業に必要なフィルム等を優先して、計画的

な収集を行っています。また、図書、ポスター、スチル写真

といった映画関連資料（ノンフィルム資料）についても網羅
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的な収集に努めています。 

（参照：http://www.nfaj.go.jp/research/preservation/） 

アーカイブズ及びその他

の所蔵資料 

（ISDIAH 5.3.7） 

所蔵映画フィルム 

所蔵映画関連資料 

（参照：http://www.nfaj.go.jp/research/preservation/） 

検索手段、手引書及び出版

物 

（ISDIAH 5.3.8） 

所蔵映画フィルム検索システム 

(参照：http://nfad.nfaj.go.jp/） 

 

（２）アーカイブズに関する情報 

タイトル 

(ISAD(G) 3.1.2) 

・映画フィルム 

・映画関連資料 

記述レベル 

(ISAD(G) 3.1.4) 

- 

数量・サイズ 

(ISAD(G) 3.1.5) 

・映画フィルム 

日本映画 70,929 本 

外国映画  9,458 本 

・映画関連資料 

映画関係図書（和書） 41,600 点 

映画関係図書（洋書） 4,700 点 

シナリオ 44,000 点 

ポスター 58,000 点 

スチル写真 705,000 点 

技術資料 600 点 

 

物理的特徴と技術要件 

(ISAD(G) 3.4.4) 

・映画フィルム 

フィルム 

・映画関連資料 

図書、スチル写真 

 

（３）上記（２）のうち国に関係する歴史公文書等 

資料群としては確認できなったが、資料群の中には、国に関係する資料が含まれている

可能性がある。例えば、当該機関では、関東大震災の記録映画が８本所蔵されている。 

（参照：大澤浄 「関東大震災記録映画群の同定と分類 ─NFC 所蔵フィルムを中心として」 

『東京国立近代美術館研究紀要』第 17 号 東京国立近代美術館編 2013 年） 
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２ 文化庁長官官房政策課国立近現代建築資料館 

（１）機関に関する情報 

名称の典拠形 

（ISDIAH 5.1.2） 

文化庁長官官房政策課国立近現代建築資料館 

名称の平行形式 

（ISDIAH 5.1.3） 

National Archives of Modern Architecture, Agency for 

Cultural Affairs. 

（参照：http://nama.bunka.go.jp/global/eng.html） 

アーカイブズ機関の種類 

（ISDIAH 5.1.5） 

歴史資料等保有施設として指定した施設（行政機関） 

 

所在地及び住所 

（ISDIAH 5.2.1） 

〒113－8553 東京都文京区湯島四丁目６番 15 号 

（湯島地方合同庁舎内） 

URL：http://nama.bunka.go.jp/ 

アーカイブズ所蔵機関の

歴史 

（ISDIAH 5.3.1） 

2011 年２月８日：「文化芸術の振興に関する基本的な方針」

を閣議決定。その中で、「文化芸術の次世代への確実な継

承」が提唱される。文化庁は「近現代建築の文化芸術的側

面に着目した情報収集・保存、調査・研究及びその成果の

普及を通じた国民理解の増進等」を目的として「国立近現

代建築資料館」を整備することとした。 

2011 年４月：文化庁より国土交通省に対し、「国立近現代建

築資料館」整備のための予算執行などが委任され、国土交

通省官庁営繕部の「国立近現代建築資料館 大規模リニュ

ーアル事業」において設計、工事を実施。 

2012 年 12 月：国立近現代建築資料館設置。 

（参照：http://www.mlit.go.jp/common/001060249.pdf） 

指令／権限の根拠 


（ISDIAH 5.3.3） 

文化庁内部部局の内部組織に関する訓令（平成 13 年１月６

日文化庁化庁訓令第１号） 

記録管理及び収集方針 

（ISDIAH 5.3.5） 

国立近現代建築資料館における資料の収集方針について（平

成 24年 12 月 12 日文化庁長官決定） 

アーカイブズ及びその他

の所蔵資料 

（ISDIAH 5.3.7） 

・坂倉準三建築設計資料群 

・吉阪隆正+U研究室建築設計資料群 

・大髙正人建築設計資料群 ほか 

（参照：http://nama.bunka.go.jp/etsuran/mokuroku.html） 

検索手段、手引書及び出版

物 

（ISDIAH 5.3.8） 

資料目録 

（参照：http://nama.bunka.go.jp/etsuran/mokuroku.html） 

 



 

資料 1 - 4 

（２）アーカイブズに関する情報 

タイトル 

(ISAD(G) 3.1.2) 

・坂倉準三建築設計資料群 

・吉阪隆正+U研究室建築設計資料群 

・大髙正人建築設計資料群 ほか 

記述レベル 

(ISAD(G) 3.1.4) 

フォンド 

数量・サイズ 

(ISAD(G) 3.1.5) 

・坂倉準三建築設計資料群 

1,711 点 

・吉阪隆正+U研究室建築設計資料群 

228 点 

・大髙正人建築設計資料群 

－ 

 

物理的特徴と技術要件 

(ISAD(G) 3.4.4) 

図面、模型等 

 

（３）上記（２）のうち国に関係する歴史公文書等 

資料群としては確認できなかった。 
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３ 国立大学法人東京大学大学院総合文化研究科教養学部駒場博物館 

（１）機関に関する情報 

名称の典拠形 

（ISDIAH 5.1.2） 

国立大学法人東京大学大学院総合文化研究科・教養学部駒場

博物館 

名称の平行形式 

（ISDIAH 5.1.3） 

KOMABA MUSEUM Graduate School of Arts and Sciences and 

College of Arts and Sciences, The University of Tokyo 

アーカイブズ機関の種類 

（ISDIAH 5.1.5） 

歴史資料等保有施設として指定した施設（独立行政法人等） 

所在地及び住所 

（ISDIAH 5.2.1） 

東京都目黒区駒場３-８-１ 

URL：http://museum.c.u-tokyo.ac.jp/ 

アーカイブズ所蔵機関の

歴史 

（ISDIAH 5.3.1） 

1951 年：駒場美術博物館設置 

1953 年：自然科学博物館設置 

1961 年：旧第二本館内に美術展示室開室 

1971 年：旧制第一高等学校以来図書館として使われてきた 2

階に駒場美術博物館が移転 

2003 年：建物改修、駒場美術博物館と自然科学博物館が同

じ建物で活動することになる 

2007 年：資料室開室 

（参照：http://museum.c.u-tokyo.ac.jp/nature.html） 

指令／権限の根拠 


（ISDIAH 5.3.3） 

- 

記録管理及び収集方針 

（ISDIAH 5.3.5） 

- 

アーカイブズ及びその他

の所蔵資料 

（ISDIAH 5.3.7） 

旧制第一高等学校関連資料 

（参照：http://museum.c.u-tokyo.ac.jp/d-archive.html） 

検索手段、手引書及び出版

物 

（ISDIAH 5.3.8） 

所蔵資料及び展示会に関連するデジタルアーカイブ 

（参照：http://museum.c.u-tokyo.ac.jp/d-archive.html） 

 

（２）アーカイブズに関する情報 

タイトル 

(ISAD(G) 3.1.2) 

旧制第一高等学校関連資料 

 

記述レベル 

(ISAD(G) 3.1.4) 

- 

数量・サイズ - 
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(ISAD(G) 3.1.5)  

物理的特徴と技術要件 

(ISAD(G) 3.4.4) 

文書、図面、写真等 

 

（３）上記（２）のうち国に関係する歴史公文書等 

資料群としては確認できなったが、資料群の中には、国に関係する資料が含まれている

可能性がある。例えば、当該機関では、「憲法発布」の写真が所蔵されている。 
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資料２：国務大臣経験者（明治期）に関する情報の収集 

 

1 第１次伊藤内閣 
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